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刑
事
訴
訟
法
第
四
百
七
十
九
条
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
九
三
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

刑
事
訴
訟
法
第
四
百
七
十
九
条
（
以
下
、
「
第
四
百
七
十
九
条
」
と
い
う
。
）
に
「
死
刑
の
言
渡
を
受
け
た
者
が
心
神
喪

失
の
状
態
に
在
る
と
き
は
、
法
務
大
臣
の
命
令
に
よ
つ
て
執
行
を
停
止
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
規
定
に
よ

り
、
法
務
大
臣
の
命
令
に
よ
っ
て
死
刑
執
行
が
停
止
さ
れ
た
場
合
、
当
該
死
刑
確
定
者
に
対
し
て
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
に

よ
っ
て
、
ど
の
様
な
方
法
で
そ
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
過
去
に
「
第
四
百
七
十
九
条
」
の
適
用
を
受
け
、
死
刑
執
行
を
停
止
さ
れ
た
事
例
は
あ
る
か
と
問

う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
の
よ
う
な
事
例
は
、
い
ず
れ
も
把
握
し
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ

れ
て
い
る
。
で
は
、
「
第
四
百
七
十
九
条
」
の
適
用
に
関
わ
ら
ず
、
過
去
に
死
刑
確
定
者
が
精
神
疾
患
、
心
神
喪
失
の
状
態

に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
医
療
刑
務
所
ま
た
は
精
神
科
病
院
へ
移
送
さ
れ
た
と
い
う
事
例
は
あ
る
か
。
あ
る
場
合
、
当
該
死
刑

確
定
者
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
範
囲
で
、
そ
の
人
数
、
時
期
、
具
体
的
な
精
神
状
態
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

三

刑
事
訴
訟
法
第
五
百
二
条
（
以
下
、
「
第
五
百
二
条
」
と
い
う
。
）
に
「
裁
判
の
執
行
を
受
け
る
者
又
は
そ
の
法
定
代
理

人
若
し
く
は
保
佐
人
は
、
執
行
に
関
し
検
察
官
の
し
た
処
分
を
不
当
と
す
る
と
き
は
、
言
渡
を
し
た
裁
判
所
に
異
議
の
申
立

一



を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
右
規
定
に
あ
る
「
検
察
官
の
し
た
処
分
」
と
は
具
体
的
に
何
を
指
し

て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

「
第
五
百
二
条
」
は
死
刑
執
行
に
つ
い
て
も
適
用
可
能
か
。

五

四
で
、
「
第
五
百
二
条
」
が
死
刑
執
行
に
つ
い
て
も
適
用
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
第
四
百
七
十
九
条
」
に
該
当
す
る

心
神
喪
失
状
態
に
あ
る
死
刑
確
定
者
へ
の
違
法
な
執
行
命
令
に
対
す
る
異
議
申
立
が
事
実
上
可
能
か
ど
う
か
は
、
当
該
死
刑

確
定
者
ま
た
は
そ
の
法
定
代
理
人
も
し
く
は
保
佐
人
へ
執
行
の
告
知
が
な
さ
れ
て
か
ら
執
行
に
至
る
ま
で
の
状
況
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
と
思
料
す
る
と
こ
ろ
、
右
告
知
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
様
に
行
わ
れ
る
の
か
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

六

刑
事
訴
訟
規
則
第
二
百
九
十
五
条
に
は
「
裁
判
の
執
行
に
つ
い
て
の
異
議
の
申
立
は
、
書
面
で
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
「
第
四
百
七
十
九
条
」
に
該
当
す
る
心
神
喪
失
状
態
に
あ
る
死
刑
確
定
者
ま
た
は
そ
の

法
定
代
理
人
も
し
く
は
保
佐
人
が
、
違
法
な
執
行
命
令
を
受
け
て
か
ら
実
際
に
執
行
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
右
に
あ
る

異
議
申
立
の
た
め
の
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
可
能
で
あ
る
か
。
森
英
介
法
務
大
臣
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

死
刑
確
定
者
ま
た
は
そ
の
法
定
代
理
人
も
し
く
は
保
佐
人
に
対
し
て
執
行
の
告
知
が
な
さ
れ
、
右
の
者
が
「
第
五
百
二

二



条
」
に
基
づ
き
異
議
申
立
を
行
っ
た
場
合
、
裁
判
所
が
当
該
異
議
申
立
を
精
査
し
、
判
断
を
下
す
ま
で
の
間
、
そ
の
執
行
手

続
き
は
ど
の
様
に
推
移
す
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

八

過
去
に
「
第
五
百
二
条
」
に
基
づ
き
死
刑
確
定
者
ま
た
は
そ
の
法
定
代
理
人
も
し
く
は
保
佐
人
が
異
議
申
立
を
行
っ
た
と

い
う
事
例
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
当
該
死
刑
確
定
者
が
特
定
さ
れ
な
い
範
囲
で
、
そ
の
人
数
、
時
期
、
申
立
の
内
容
並

び
に
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


